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令和５年の労働災害発生状況（速報値）について 

～前年同期に比べ、死亡者数は４人増加、休業４日以上の死傷者数は９人の減少～ 

 

宮城労働局（局長 竹内 聡）では、このたび、令和５年の労働災害発生状況（速

報値：令和５年12月末）をとりまとめましたので公表します。 

なお、労働災害統計は、４月に確定されます。 

 

【概要】 

県内の事業場で発生した労働災害による死亡者数（以下「死亡者数」という）

は19人（前年同期比＋４人・＋26.7％）、また、休業４日以上の死傷者数（以下

「死傷者数」という）は2,340人（前年同期比－９人・－0.4％）となっています。

（新型コロナウイルス感染症のり患によるものを除く） 

 

(1)  死亡者数は、19人となっており、前年同期に比べ４人増加となっています。 
 業種別にみると、「製造業」、「建設業」各４人、「商業」３人、「鉱業」

２人、「その他の事業」２人、「運輸交通業」、「貨物取扱業」、「林業」、

「接客娯楽業」各１人となっています。 

 また、事故の型別にみると、「墜落・転落」６人、「はさまれ、巻き込ま

れ」５人、「交通事故（道路）」４人、「転倒」、「激突され」、「高温・

低温物との接触」、「分類不能」各１人となっています。 

(2)  主な業種別死傷者数は、製造業379人（全体の16.2％、以下同じ。うち死
亡者数４人）、建設業284人（12.1％、うち死亡者数４人）、陸上貨物運送

事業304人（13.0％、死亡者１人）であり、また第三次産業では、1,223人（52.3

％、うち死亡者６人）と過半数を占めています。この中では、特に「保健衛
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生業」（前年同期比＋16.9％）で増加しています。（表１・グラフ２） 

(3)  月別死傷者数は、前年に比べて特に１月は、22.5％の大幅な減少となり、
８月18.1％、9月 23.0％と大幅な増加となっています。（グラフ３） 

(4)  事故の型別死傷者数は、転倒697人（全体の29.8％、以下同じ。）が最も
多く、次いで、墜落・転落368人（15.7％）、動作の反動・無理な動作313

人（13.4％）、はさまれ・巻き込まれ240人（10.3％）の順になっています。

（グラフ４） 

 特に前年同期に比べて、「動作の反動・無理な動作」が6.5％の増加となっ

ています。 

(5)  年代別死傷者数は、50歳代 580人（24.8％）で最も多く、次いで、60歳代
515人（22.0％）、40歳代458人（19.6％）の順となっています。（グラフ

５） 

 また、60歳代、70歳以上において転倒災害が4割以上を占めています。（グ

ラフ６） 

 

 

 

 

【添付資料等】 

１ 資料１（グラフ１～６、表１） 

２ 資料２「令和５年宮城県内における死亡災害発生の概要」 

３ 資料３「リーフレット「SafeworK向上宣言」」 

 

【参考事項】 

 宮城労働局では、令和５年度を初年度とする「第14次労働災害防止推進計画※１」が

スタートしたことに伴い、行動災害、高年齢労働者災害対策を含めて、労使が共同宣

言する内容に改めた「SafeworK向上宣言」の取組みを令和５年８月より実施していま

す。これにより、安心・安全・快適な職場づくりに取り組むための意識啓発や、労働

者の作業行動に起因する労働災害、高年齢労働者等の労働災害及び業種別の労働災害

防止対策を推進しています。 
※１計画期間：令和5年度～令和９年度 

 



資料１

※以下グラフは12月末速報値比較

（グラフ２）

※資料は全て新型コロナウイルス感染症を除く
（グラフ1）
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（グラフ４）

事故の型別死傷者数

（グラフ３）
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（グラフ６）

（グラフ５）

年代別死傷者数

転倒災害・男女・年代別発生状況
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増減率

2,340人 (19人) 2,349人 (15人) － 9 ( + 4 人） -0.4% 2,567人 (15人)

379人 (4人) 407人 (4人) － 28 ( + 0 人） -6.9% 440人 (4人)

284人 (4人) 284人 (5人) + 0 ( － 1 人） 0.0% 309人 (5人)

304人 (1人) 311人 (2人) － 7 ( － 1 人） -2.3% 335人 (2人)

1,223人 (6人) 1,213人 (2人) + 10 ( + 4 人） 0.8% 1,345人 (2人)

411人 (3人) 465人 (0人) － 54 ( + 3 人） -11.6% 497人 (0人)

302人 (1人) 331人 (0人) － 29 ( + 1 人） -8.8% 358人 (0人)

312人 (0人) 267人 (0人) + 45 ( + 0 人） 16.9% 300人 (0人)

232人 (0人) 203人 (0人) + 29 ( + 0 人） 14.3% 232人 (0人)

（表１）
主な業種別死傷者数（カッコ内は死亡者数）※新型コロナウイルス感染症を除く

令和４年確定値
（1月～12月）

全産業

令和５年速報値
（１月～12月）

令和４年速報値
（1月～12月）

令和５年と令和４年の比較

増減数

社会福祉施設

製造業

建設業

陸上貨物運送事業

第三次産業

商業

小売業

保健衛生業



業種 労働者数 事故の型

発生月 時間帯 起因物

その他の建築工事業
（3.2.9）

10人未満
はさまれ、
巻き込まれ

1月 16時台 トラック

その他の卸売業
（8.1.9）

10～49人
はさまれ、
巻き込まれ

1月 14時台 トラック

金属製品製造業
（1.12.3）

10～49人 分類不能

1月 6時台 分類不能

その他の建設業
（3.3.9）

50～99人
交通事故
（道路）

3月 15時台
移動式
クレーン

その他の建築工事
（3.2.9）

10～49人 墜落、転落

3月 16時台
移動式
クレーン

木造家屋建築工事業
（3.2.2）

10人未満 墜落、転落

3月 9時台 足場

造船業
（1.15.1）

100～299人 墜落、転落

4月 11時台 階段、桟橋

合板製造業
(1-4-2)

100～299人
はさまれ、
巻き込まれ

4月 5時台 動力運搬機

採石業
(2-2-1)

10人未満 転倒

4月 15時台 掘削用機械

派遣業
（17-1-1）

50～99人
交通事故
（道路）

5月 20時台 トラック

派遣業
（17-1-1）

50～99人
交通事故
（道路）

5月 20時台 トラック

旅館業
（14-1-1）

10～49人 墜落、転落

7月 14時台
建築物
構築物等

林業
（6-2-1）

10～49人 激突され

7月 16時台 立木等

小売業
（8-4-9）

10人未満
高温・低温物
との接触

7月 10時台
高温・低温
環境

砂利採取業
（2-2-2）

10～49人
はさまれ、
巻き込まれ

8月 16時台 動力機械

道路貨物運送業
（4.3.1）

50～99人 墜落、転落

8月 10時台 トラック

港湾荷役業
（5.2.2）

100～299人
はさまれ、
巻き込まれ

9月 14時台 建設機械等

その他の商業
（8-4-9）

10人未満
交通事故
（道路）

10月 11時台 トラック

電気機械器具製造業
（1-14-9）

10～49人 墜落、転落

10月 13時台
仮設物
構築物等

16

17

18

19

15
被災者と同僚の２名で機械（回転式のふるい）の網の交換作業を終了し両名とも現場
を離れた。その後被災者が再び機械に戻り機械内で作業していたことに気づかずに同
僚が同機械の電源を入れため、機械に巻き込まれたもの。

令和６年1月９日時点速報

資料２

12 8階建てビルの屋上にて設備清掃を行っていたところ、5階屋上に墜落したもの。

13
伐木作業にて、チェーンソーで立木Aを伐倒した際につるで絡んでいた立木Bが引っ張
られ、倒れてきた立木Bの下敷きになったもの。

14
リサイクル品の回収作業を行った後、作業場に戻り、２回目の休憩を作業場敷地内の
日陰となる休憩場所に向かい休憩をとっていいたが、休憩時間が過ぎても戻ってこな
かったため、様子を見に行ったところ倒れていた被災者を発見したもの。

9
ドラグ・ショベルで石をダンプトラックに積み込み後、アームを上げたまま緩い傾斜
を登っていたところ後方に転倒し、上下が逆になった運転席から落下しキャビンに激
突した。負傷して入院していたが、半年後に死亡したもの。

10
大型バスに乗り合い、派遣先に向かうため高速道路を走行中に車両のトラブルにより
停車していたところ、後方からトラックが追突したもの。

11
大型バスに乗り合い、派遣先に向かうため高速道路を走行中に車両のトラブルにより
停車していたところ、後方からトラックが追突したもの。

製造ラインにて、機械加工された材料をリフターと呼ばれる装置に積み上げる工程
で、一定量重なった材料を送り出す装置付近で頭部から出血し倒れていたもの。

4
移動式クレーンを回送するため、国道を走行中に病気をよる意識障害を起こし、車両
ごと道路脇の用水路に転落した。この際運転席に大量の泥が流入したことにより窒息
したもの。

5
事業場資材置場に資材の雨よけ小屋を設置する作業中、移動式クレーンで木製パレッ
トとワイヤモッコを組み合わせた搭乗設備で被災者を吊り上げ、アーク溶接しようと
したところ、バランスを崩して地面に墜落したもの。

6
木造平屋の倉庫新築工事にて、コーキング作業の下準備作業中、養生テープを貼るた
め足場から地面に降りようとしたところ、バランスを崩して、コンクリート面に墜落
したもの。

荷主の事業場内駐車場にて、４ｔウイング車から荷の入ったロールボックスパレット
３台の荷下ろし準備作業に従事していた被災者が、荷台後方からロールボックスパ
レットと共に転落し、下敷きになったもの。

貨物船倉内でバラ荷の集積作業において、ブルドーザーを操縦して山になったバラ荷
を山を越えた際、操縦席から振り落とされ、ブルドーザーに轢かれたもの。

敷鉄板を小型移動式クレーン付き10トントラックに積み込み、事業場に戻る際に対向
車と衝突し、約5mのがけ下に墜落したもの。

建屋の換気扇移設作業の調査のため、被災者が階段を介して屋根上に登り、換気扇設
置箇所へ向かっていたところ、屋根上のスレートを踏み抜き、約6ｍ墜落したもの。

令和５年　宮城県内における死亡災害の概要

発生状況

1
勤務終了後、事業場敷地内の構内道路を駐車場に向かって歩いていたところ、交差点
を横断中に左折してきたダンプトラックに轢かれたもの。

2
２トンダンプトラックで牡蠣殻の運搬作業中、ダンプトラックを降車後に逸走したダ
ンプトラック轢かれたもの。

3
作業場で金属製の架台の組立作業に従事していた。作業の様子を見に行ったところ、
作業場内で頭部から出血し仰向けで倒れている被災者を発見したもの。

7
船へ荷物を運搬する作業中、岸壁と船にかけてあるタラップから足を踏み外し、海に
転落したもの。
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フリーテキスト
　 資料３



:　　　　　　

「SafeworK向上宣言」は、宮城労働局及び県内の各労働基準監督署のほか、上記の関係団体が運営しています。

様式１
令和5年8月1日宣言日

宮城労働局・各労働基準監督署、中央労働災害防止協会東北安全衛生サービスセン
ター、建設業労働災害防止協会宮城県支部、陸上貨物運送事業労働災害防止協会宮
城県支部、港湾貨物運送事業労働災害防止協会宮城県支部、林業・木材製造業労働
災害防止協会宮城県支部、公益社団法人宮城労働基準協会

事業場名

安全衛生 株式会社

 SafeworK 向上宣言
🔶　私たちは安全で快適な職場を築くため、宣言します
私は、事業主として、安全は、会社経営の基盤であることから、労働者

が安心して働くことのできる職場づくりを進めます。

１ 作業打合せを確実に行います。

２ 作業手順書を作成し、独断による行動災害を防ぐ安全作業を

行わせます。

３ 不具合があれば、機械は必ず停止して対応させます。

４ 高年齢者の体力に配慮した、職場配置を行います。

私たち労働者は、事業主の宣言に基づき、行動災害に至る不安全行動を

行わない作業を進めます。

１ 翌日の作業打合せに参加し安全作業を確認します。

２ 作業手順書を確認し、作業はこれを順守します。

３ 不具合があれば、機械を停止してから対応します。

４ 高齢に伴う体力低下を念頭に、業務に当たります。

記載例


